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Ⅰ 学校の基本情報 

 

Ⅱ 取組の概要 

１ 安全教育手法の開発・普及 

（１）学校防災教育年間計画について 

月日 取組 

7/20 スモール訓練 

8/22 

8/29 

避難所運営ゲーム（熊本商業） 

スモール訓練 

11/1 熊本シェイクアウト訓練 

12/18 避難訓練 

 1/9 スモール訓練 

  ※スモール訓練（１次避難～２次避難まで） 

４月に年間計画に着手。各教科主任に教 

科ごとの防災に関する取組（単元）を報告 

してもらい年間計画を作成。全校生徒を対 

象に活動を考え、また、授業や学校行事と 

の関連も踏まえ、新しいことをするのでは 

なく、既存の計画に防災の要素を加えて実 

施することにした。 

（２）緊急地震速報受信システム等を利用した 

避難訓練の実施 

緊急地震速報受信システムとは、設定 

震度以上の地震発生を事前に発報するシ 

ステムであり、発報は全館に流れる。また、 

避難訓練等でも利用できる。 

 

 

 

 

 

 

［緊急地震速報を利用した避難訓練］ 

 １２月１８ 

日（月）１５ 

   時３０分より 

訓練では、緊 

急地震速報を 

流し、授業担当者による１次避難指示を行 

った。その後、家庭科室より火災が発生し、 

出火場所を確認したのち、校内放送にて避 

難場所（運動場）を指示。放送後２次避難 

を開始した。避難先では人員確認・管理職 

への報告を行い、中央消防署・学校安全ア 

ドバイザーより講評をいただいた。 

［緊急地震速報を利用したスモール訓練］ 

計３回実施（７月、８月、１月） 

訓練では、緊急地震速報を流し、担任よ 

り１次避難指示。放送で避難場所を指定し、 

教職員の誘導のもと避難場所に避難。避難 

場所では点呼をとり、人員の把握を行う。 

また、訓練後には管理職より講評をしてい 

ただいた。 

ア ７月２０日（木）１０時２５分～ 

各ＨＲ教室より担任の誘導のもと、 

     体育館へ避難。副担任は、その階で逃 

げ遅れた生徒がいないか確認し、避難。 

副校長が講評を行った。 

イ ８月２９日（火）１３時４０分～ 

７月同様体育館へ避難。避難後は、 

学校安全アドバイザーより講評をい 

ただいた。 

ウ １月９日（火）８時４５分～ 

前回同様体育館へ避難。避難後は学 

校長が講評を行った。 

 

［熊本シェイクアウト訓練］ 

〇生徒数：３４３人（１２学級）12月 1日現在 
〇職員数： ５６人 

〇過去の主な災害 

昭和２８年 熊本大水害 

平成１１年 台風１８号による高潮被害 

平成１５年 集中豪雨による土砂災害 

平成２４年 熊本広域大水害 

平成２８年 熊本地震 

防災教育を中心とした実践的安全教育総合支援事業報告書【防災に関すること】 

 学校名「熊本県立湧心館高等学校」 
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    １１月１日（水）１０時～ 

    緊急地震速報を全館で流し、１次避難 

の態勢をとった。 

（３）ぼうさい通信の発行 

   熊本地震本震 

の発生日である 

４月１６日にち 

なんで、毎月１６ 

日を「防災教育啓 

発の日」と定め、生徒の学校生活における 

防災教育の啓発及び、卒業後の生活での一 

助とするため、防災に関する情報を記載 

した「ぼうさい通信」を発行している。 

月 テーマ 

４月 

５月 

６月 

７月 

９月 

１０月 

１１月 

１２月 

１月 

２月 

３月 

熊本地震の教訓に学ぶ 

防災への備え 

大雨、台風、風水害、土砂災害 

海や山での災害 

地震、防災の日関連 

さまざまな自然災害 

火災 

降雪・積雪・凍結への備え 

災害時の心のケア 

避難所の役割と運営 

今年度のまとめ、次年度へ向けて 

 

２ 被災地支援を通した体験型防災教育の推進 

 （１）避難所運営ゲーム 

８月２２日（火）９時３０分～ 

    熊本県立熊本商業高等学校 蛟竜館 

参加：東稜・熊本商業・湧心館高校生徒会 

より７名が参加。福島県うつくしまふくし 

ま未来支援センターの本多環特任教授よ 

り、避難所運営ゲームの説明および実践を 

指導していただいた。 

生徒たちは４班に分かれ、班の親睦を深 

   めるため竹ひごタワーを作成。最後には高 

さを測りそれぞれの班の記録を発表。 

その後、避難所運営ゲームを実施。班で 

   協力しながら避難者をどこに誘導するか。 

体育館の見取り図を使って、また地域・避 

難者の年代・家族構成を考え色々と班の中 

で意見を出し合った。 

  

３ 学校安全（防災）アドバイザーの活用 

   学校安全アドバ 

イザーには以下の 

ような場面で専門 

的なアドバイスを 

いただいた。 

１回目（8/2） 

  本校で作成した年間計画を見ていただ 

き、計画に対する様々な質問を受けた。ま 

た、アドバイザーがいつ参加されるのかス 

ケジュールも確認した。 

２回目（8/29） 

  スモール訓練を教室内から見ていただ 

き、避難状況や集合隊形などを見られて、 

生徒たちに講評をしていただいた。 

  ３回目（11/27） 

    学校運営協議会に参加してもらった。そ 

の会では、１２月に行われる避難訓練の計 

画を披露し、計画に対する助言をいただい 

た。 

  ４回目（12/18） 

    避難訓練を見ていただいた。生徒たちの 

   避難状況を２回目と比べてもらい講評を 

   していただいた。 

 

Ⅲ 取組の成果と課題 

１ 安全教育手法の開発・普及 

（１）成果 

ア 緊急地震速報受信システムの設置に 

より、実際の災害時を想定した避難訓練 

を実施することができた。 

イ 複数回の訓練を行うことで、避難経路 

や避難誘導の確認などを行うことがで 

き、職員・生徒に有事の際の対応を理解 

させることができた。 

ウ 毎月テーマを決めて「ぼうさい通信」 



を発行。生徒達に様々な災害に対する情 

報を視覚的に示し、自身の記憶の中にと 

どめさせることで自助・共助の精神を養 

うことができた。 

（２）課題 

ア 計画していた通りの進行にならない 

ことが多く、職員への周知・徹底ができ 

ていなかった。 

   イ 生徒たちの取り組む姿勢にもバラつ 

    きが見られた。訓練ということもあり移 

    動中の私語が多く見られた。 

   ウ 「ぼうさい通信」では、情報集めにも 

苦労し、続けていくことで内容が重なる 

こともあるかもしれない。様々な関係機 

関から情報を得ることが必要である。 

 

２ 被災地支援を通した体験型防災教育の推進 

（１）成果 

ア 他の学校の生徒との交流により、自分 

の意見を述べることができた。また、他 

人の意見にも耳を傾けることで、今まで 

以上に防災意識の高揚を促すことがで 

きた。 

イ さまざまな場面を想定して意見交換 

ができ、生徒一人一人が防災に関し考え 

る機会が増えたことで、内容を深めるこ 

とができた。 

   ウ 熊本地震を経験して、自分にできなか 

ったことが分かり、将来に起こり得る災 

害に対し、今度こそはという想いが芽生 

え、共助の精神が育まれた。 

（２）課題 

   ア ここで学んだこと・感じたことを周り 

の人に伝えるためには、どうしたら良い 

のか。考えて実行に移す必要がある。 

   イ いつ起こるか分からない災害に対し、 

防災を意識した行動を続けていくこと 

の大変さ、難しさ。生徒たちの中の自助・ 

共助の精神をこれからも刺激していか 

なければならない。 

 

３ 学校安全（防災）アドバイザーの活用 

（１）成果 

   ア 色々な話しをしていただき、防災に関 

する情報を聞くことができた。また、自 

らの取組に対し、指導・助言をいただく 

ことで、改めて防災の大切さを理解する 

ことができた。 

   イ 計画を立てることで、防災の観点から 

話しを伺うことができ、その内容を実施 

要項等に入れることで、充実した取組を 

行うことができた。 

（２）課題 

   ア アドバイザーの方々から、職員向け・ 

生徒向けに防災に対し講演をしていた 

だくことができなかった。前もって年間 

行事等を確認し計画を立てる必要があ 

った。 

   イ 防災に関する講話や情報には勉強に 

なることがたくさんある。それを全て計 

画に入れていくことができなかった。学 

校の実情に合わせて取捨選択すること 

が大事である。 


